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(57)【要約】
　１０から１４のアルキル鎖長を有するアルキルモノエタノールアミドを含んだ共融混合
物を含む、パーソナルケア組成物。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　共融混合物を含むパーソナルケア組成物であって、共融混合物が１０から１４のアルキ
ル鎖長を有するアルキルモノエタノールアミドを含む、パーソナルケア組成物。
【請求項２】
　アルキルモノエタノールアミドがココモノエタノールアミドである、請求項１に記載の
パーソナルケア組成物。
【請求項３】
　ヘアケア組成物である、請求項１または請求項２に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項４】
　共融混合物が３種の活性物質からなる、請求項１から３のいずれかに記載のパーソナル
ケア組成物。
【請求項５】
　共融混合物がメントールをさらに含む、請求項１から４のいずれかに記載のパーソナル
ケア組成物。
【請求項６】
　共融混合物が有機酸をさらに含む、請求項１から５のいずれかに記載のパーソナルケア
組成物。
【請求項７】
　有機酸が、サリチル酸、安息香酸、およびこれらの混合物からなるリストから選択され
る、請求項６に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項８】
　共融混合物中のアルキルモノエタノールアミド／メントール／有機酸のモル比が０．１
：１：１から２：１：１である、請求項６または請求項７に記載のパーソナルケア組成物
。
【請求項９】
　共融混合物が、４５℃よりも低い融点を有する、請求項１から８のいずれかに記載のパ
ーソナルケア組成物。
【請求項１０】
　共融混合物のレベルが、全組成物の０．５から５重量％である、請求項１から９のいず
れかに記載のパーソナルケア組成物。
【請求項１１】
　全組成物の少なくとも２重量％の界面活性剤をさらに含む、請求項１から１０のいずれ
かに記載のパーソナルケア組成物。
【請求項１２】
　界面活性剤が陰イオン性界面活性剤である、請求項１１に記載のパーソナルケア組成物
。
【請求項１３】
　アルキルモノエタノールアミドを頭皮または皮膚上に堆積させる方法であって、アルキ
ルモノエタノールアミドが共融混合物の形態である、方法。
【請求項１４】
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の組成物を、毛髪および／または頭皮に付着さ
せるステップを含む、頭皮掻痒を緩和する方法。
【請求項１５】
　痒みを低減するための、１０から１４のアルキル鎖長を有するアルキルモノメタノール
アミドを含む共融混合物の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パーソナルケア組成物に関し、詳細には、毛髪および／または頭皮ケア組成
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物に関する。本発明は、頭皮掻痒を治療するための、これら組成物の使用にも関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くのパーソナルケア組成物は、皮膚／頭皮または毛髪に有益な薬剤を堆積させるのに
使用されるが、これら有益な薬剤の効率的な堆積は、特に組成物を濯ぎ落とす際にある問
題を引き起こす可能性がある。
【０００３】
　共融混合物は、医薬品として活性な薬物の経皮送達を助けるために、ＷＯ　９８／５１
２８３で使用されてきた。
【０００４】
　局所麻酔混合物などの活性物質の共融混合物は、ＷＯ　２００５／０１８５３０におい
て、医薬品用および化粧品用組成物で使用されることが記述されている。
【０００５】
　そのような混合物は、改善された皮膚浸透プロファイルを示すと言われている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開第９８／５１２８３号
【特許文献２】国際公開第２００５／０１８５３０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明者らは、アルキルモノエタノールアミドの堆積を増強させるのに、ある共融混合
物を使用することができることを見出した。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によれば、１０から１４のアルキル鎖長を有するアルキルモノエタノールアミド
を含んだ共融混合物を含む、パーソナルケア組成物を含むパーソナルケア組成物が提供さ
れる。
【０００９】
　別の態様では、本発明は、１０から１４のアルキル鎖長を有するアルキルモノエタノー
ルアミドを頭皮または皮膚上に堆積させる方法であって、アルキルモノエタノールアミド
が共融混合物の形態である方法に関する。
【００１０】
　本発明は、上述の組成物を毛髪および／または頭皮に付着させるステップを含む、頭皮
掻痒の方法にも関する。
【００１１】
　本発明のその他の態様は、痒みを低減させるための、１０から１４のアルキル鎖長を有
するアルキルモノエタノールアミドを含む共融混合物の使用である。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、ココモノエタノールアミド単独の場合に対し、異なるモル比のココモノ
エタノールアミドを含有する、ココモノエタノールアミド、メントール、およびサリチル
酸共融混合物の融点を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　共融混合物
　２種以上の共融形成固形分の共融混合物は、これら固形分の緊密な混合によって、より
高い融解成分の融点よりも高い温度で均質な液相を示す。２種の共融形成固形分の、相対
組成に対する融点のプロットは、均質な液相がそれぞれの均質な固相それぞれと共存する
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、２つの交差する線の間で最小点を示す。この点は、共融点または共融温度として知られ
ている。
【００１４】
　本発明は、１０から１４個の炭素基の鎖長を有するアルキルモノエタノールアミドを含
む、共融混合物に関する。この鎖は、飽和または不飽和にすることができる。好ましくは
、アルキルモノエタノールアミドは、ココモノエタノールアミド、ラウリルモノエタノー
ルアミド、またはラウロモノエタノールアミドである。
【００１５】
　好ましくは、共融混合物は、３種の活性物質からなる。
【００１６】
　ココモノエタノールアミドが、特に好ましい。
【００１７】
　アルキルモノエタノールアミドの２種以上の混合物を、本発明で用いることができる。
【００１８】
　本発明の組成物中のアルキルモノエタノールアミドの量は、好ましくは、全組成物の少
なくとも０．０１重量％からしばしば１０重量％以下の範囲で、より好ましくは０．０５
％から５重量％の範囲で選択される。多くの実用的な配合物において、アルキルモノエタ
ノールアミド活性化剤の濃度は５％以下であり、特に０．２５から２重量％である。
【００１９】
　好ましくは、この組成物は、メントールを含む。メントールは、好ましくは全組成物中
に０．００１から５重量％のレベルで存在し、より好ましくは０．０１から２重量％のレ
ベルで存在する。
【００２０】
　共融混合物に使用される場合に有利なその他の成分は、有機酸である。好ましい有機酸
は、乳酸、グリコール酸、ヒドロキシ酸（特に、クエン酸、酒石酸、リンゴ酸）、脂肪酸
、アミノ酸、ヒドロキシオクタン酸、アジピン酸、安息香酸である。
【００２１】
　特に好ましい有機酸は、サリチル酸、安息香酸およびこれらの混合物からなるリストか
ら選択される。
【００２２】
　上述の有機酸の代替例として、共融混合物は、カテコールおよび／またはクリシンを含
んでいてもよい。
【００２３】
　共融混合物は、好ましくは、事前に形成され、組成物に添加される。共融混合物の形成
は、使用される成分の正確な比を必要とする。これらの比は、共融混合物の所望の成分に
依存する。共融混合物中のアルキルモノエタノールアミド／メントール／有機酸のモル比
は、好ましくは０．１：１：１から２：１：１であり、より好ましくは０．１：１：１か
ら０．７：１：１であることが、好ましい。
【００２４】
　好ましくは、共融混合物の全成分の重量は、全組成物の０．１から２０重量％であり、
より好ましくは５から１０重量％であり、最も好ましくは全組成物の０．５から５重量％
である。
【００２５】
　組成物は、追加のレベルのアルキルモノエタノールアミドまたは共融混合物の作製に使
用される成分を含有することができる。しかし、存在する場合には、追加のレベルのアル
キルモノエタノールアミド／共融混合物の作製に使用される成分は、好ましくは共融混合
物が形成された後に添加されるべきである。
【００２６】
　本発明の組成物は、典型的にはパーソナルケア組成物であり、毛髪および／または頭皮
への局所使用のための組成物である場合が好ましい。これらの組成物は、透明なまたは不
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透明なエマルジョン、ローション、クリーム、ペーストまたはゲルとして配合してもよい
。
【００２７】
　本発明の毛髪および／または頭皮ケア組成物は、リンスオフ製品またはリーブオン製品
でよい。リーブオン製品は、使用直後（即ち、この組成物を付着させてから少なくとも最
初の２時間以内、好ましくは少なくとも４時間以内）に使用者の毛髪および／または頭皮
から洗い流さないようにするものである。リーブオン製品には、例えば、毛髪および／ま
たは頭皮への局所使用が意図されるローション、クリームおよびヘアオイルが含まれる。
リンスオン製品は、使用後に水で、使用者の毛髪および／または頭皮から実質的に洗い流
すことが意図される。リンスオフ組成物には、シャンプーおよびヘアコンディショナー、
ならびに洗い流す前に最長で半時間、好ましくは５分間にわたって毛髪および／または頭
皮に残すことが意図される毛髪および／または頭皮トリートメント製品が含まれる。
【００２８】
　好ましい製品形態は、シャンプーおよびコンディショナーである。
【００２９】
　リンスオフ組成物が好ましい。
【００３０】
　本発明によるシャンプー組成物は、典型的には、化粧品として許容され毛髪への局所施
用に適切な１種または複数の陰イオンクレンジング界面活性剤を含む。
【００３１】
　陰イオンクレンジング界面活性剤
　適切な陰イオンクレンジング界面活性剤の例は、アルキルスルフェート、アルキルエー
テルスルフェート、アルカリールスルホネート、アルカノイルイセチオネート、アルキル
スクシネート、アルキルスルホスクシネート、Ｎ－アルキルサルコシネート、アルキルホ
スフェート、アルキルエーテルホスフェート、アルキルエーテルカルボキシレートおよび
α－オレフィンスルホネートであり、特にこれらのナトリウム塩、マグネシウム塩、アン
モニウム塩、およびモノ、ジおよびトリエタノールアミン塩である。アルキルおよびアシ
ル基は、一般に８から１８個の炭素原子を含有し、不飽和であってもよい。アルキルエー
テルスルフェート、アルキルエーテルホスフェートおよびアルキルエーテルカルボキシレ
ートは、分子当たり１から１０個のエチレンオキシドまたはプロピレンオキシド単位を含
有してもよい。
【００３２】
　本発明のシャンプー組成物で使用される典型的な陰イオンクレンジング界面活性剤には
、オレイルコハク酸ナトリウム、ラウリルスルホコハク酸アンモニウム、ラウリル硫酸ア
ンモニウム、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ドデシルベンセンスルホン酸トリ
エタノールアミン、ココイルイセチオン酸ナトリウム、ラウリルイセチオン酸ナトリウム
およびＮ－ラウリルサルコシン酸ナトリウムが含まれる。最も好ましい陰イオン界面活性
剤は、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリルエーテル硫酸（ｎ）ＥＯナトリウム（式中、ｎ
は１から３の範囲である。）、ラウリル硫酸アンモニウムおよびラウリルエーテル硫酸（
ｎ）ＥＯアンモニウム（式中、ｎは１から３の範囲である。）である。
【００３３】
　前述の陰イオンクレンジング界面活性剤のいずれかの混合物も、適したものになり得る
。
【００３４】
　本発明のシャンプー組成物中の陰イオンクレンジング界面活性剤の総量は、一般に組成
物の５から３０重量％、好ましくは６から２０重量％、より好ましくは８から１６重量％
である。
【００３５】
　共界面活性剤
　本発明によるシャンプー組成物は、この組成物に審美的、物理的またはクレンジング特
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性を与えるのを助けるため、共界面活性剤を場合によって含むことができる。
【００３６】
　好ましい例は、０から約８重量％、好ましくは１から４重量％の範囲の量で含めること
ができる、両性のまたは双性イオン性の界面活性剤である。
【００３７】
　両性のおよび双性イオン性の界面活性剤の例には、アルキルアミンオキシド、アルキル
ベタイン、アルキルアミドプロピルベタイン、アルキルスルホベタイン（スルテイン）、
アルキルグリシネート、アルキルカルボキシグリシネート、アルキルアンフォプロピオネ
ート、アルキルアンフォグリシネート、アルキルアミドプロピルヒドロキシスルテイン、
アシルタウレートおよびアシルグルタメートが含まれ、ただしアルキル基およびアシル基
は、８から１９個の炭素原子を有している。本発明のシャンプーに使用される典型的な両
性のおよび双性イオン性の界面活性剤には、ラウリルアミンオキシド、ココジメチルスル
ホプロピルベタイン、および好ましくはラウリルベタイン、コカミドプロピルベタインお
よびコカンホプロピオン酸ナトリウムが含まれる。
【００３８】
　別の好ましい例は、組成物の０から８重量％、好ましくは２から５重量％の範囲の量で
含めることができる、非イオン性界面活性剤である。
【００３９】
　例えば、本発明のシャンプー組成物に含めることができる代表的な非イオン性界面活性
剤は、脂肪族（Ｃ８－Ｃ１８）第１級または第２級直鎖または分岐鎖アルコールまたはフ
ェノールと、アルキレンオキシド、通常はエチレンオキシドとの縮合生成物であって、６
から３０個のエチレンオキシド基を有する縮合生成物を含む。
【００４０】
　その他の代表的な非イオン性界面活性剤は、モノまたはジアルキルアルカノールアミド
を含む。その例には、ココモノまたはジモノエタノールアミドおよびココモノイソプロパ
ノールアミドが含まれる。
【００４１】
　本発明のシャンプー組成物に含めることができる、別の非イオン性界面活性剤は、アル
キルポリグリコシド（ＡＰＧ）である。典型的には、ＡＰＧは、１個または複数のグリコ
シル基のブロックに（場合によって架橋基を介して）結合されたアルキル基を含んでいる
ものである。好ましいＡＰＧは、下記の式：
ＲＯ－（Ｇ）ｎ

（式中、Ｒは、飽和していても飽和していなくてもよい分枝または直鎖のアルキル基であ
り、Ｇは、糖基である。）
によって定義される。
【００４２】
　Ｒは、約Ｃ５から約Ｃ２０の平均アルキル鎖長を表すことができる。好ましくは、Ｒは
、約Ｃ８から約Ｃ１２の平均アルキル鎖長を表す。最も好ましくは、Ｒの値は、約９．５
から約１０．５の間にある。Ｇは、Ｃ５またはＣ６単糖残基から選択することができ、好
ましくはグルコシドである。Ｇは、グルコース、キシロース、ラクトース、フルクトース
、マンノース、およびこれらの誘導体を含む群から選択してよい。好ましくは、Ｇはグル
コースである。
【００４３】
　重合度ｎは、約１から約１０またはそれ以上の値を有してよい。好ましくは、ｎの値は
、約１．１から約２の範囲内にある。最も好ましくは、ｎの値は、約１．３から約１．５
の範囲内にある。
【００４４】
　本発明で使用するのに適切なアルキルポリグリコシドは市販されており、例えば、Ｓｅ
ｐｐｉｃ製Ｏｒａｍｉｘ　ＮＳ１０、Ｈｅｎｋｅｌ製Ｐｌａｎｔａｒｅｎ　１２００およ
びＰｌａｎｔａｒｅｎ　２０００として識別されるような材料が含まれる。
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【００４５】
　本発明のシャンプー組成物中に含めることができる、その他の糖由来非イオン性界面活
性剤には、例えばＷＯ９２０６１５４およびＵＳ５１９４６３９に記載されているような
Ｃ１２－Ｃ１８Ｎ－メチルグルカミドなどのＣ１０－Ｃ１８Ｎ－アルキル（Ｃ１－Ｃ６）
ポリヒドロキシ脂肪酸アミド、およびＣ１０－Ｃ１８Ｎ－（３－メトキシプロピル）グル
カミドなどのＮ－アルコキシポリヒドロキシ脂肪酸アミドが含まれる。
【００４６】
　クレンジング界面活性剤の好ましいブレンドは、アンモニウムラウリルエーテルスルフ
ェート、アンモニウムラウリルスルフェート、ＰＥＧ５コカミドおよびコカミドＭＥＡ（
ＣＴＦＡ名）の組合せである。
【００４７】
　シャンプー組成物は、この組成物の０．０１から１０重量％、より好ましくは０．０５
から５重量％、最も好ましくは０．０５から２重量％の範囲の量で含まれる１種または複
数の陽イオン性共界面活性剤を、場合によって含むこともできる。有用な陽イオン界面活
性剤について、本明細書では以下に、コンディショナー組成物に関連して記述する。
【００４８】
　シャンプー組成物中の界面活性剤（任意の共界面活性剤および／または任意の乳化剤を
含む。）の総量は、一般に、組成物の５から５０重量％、好ましくは５から３０重量％、
より好ましくは１０から２５重量％である。
【００４９】
　陽イオンポリマー
　陽イオンポリマーは、シャンプーのコンディショニング性能を高めるための、本発明に
よるシャンプー組成物中の好ましい成分である。
【００５０】
　陽イオンポリマーは、ホモポリマーであってもよく、または２種以上のタイプのモノマ
ーから形成されてもよい。ポリマーの分子量は、一般に５０００から１０００００００の
間であり、典型的には少なくとも１００００であり、好ましくは１０００００から約２０
０００００の範囲内である。ポリマーは、第４級アンモニウムなどの陽イオン窒素含有基
、もしくはプロトン化アミノ基、またはこれらの混合物を有する。
【００５１】
　陽イオン窒素含有基は、一般に、陽イオンポリマーの全モノマー単位の一部に、置換基
として存在する。このようにポリマーがホモポリマーではない場合、このポリマーは、ス
ペーサである非陽イオンモノマー単位を含有することができる。そのようなポリマーは、
ＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ、第３版に記
載されている。陽イオンモノマー単位と非陽イオンモノマー単位との比は、必要とされる
範囲の陽イオン電荷密度を有するポリマーが得られるように、選択される。
【００５２】
　適切な陽イオンコンディショニングポリマーには、例えば、陽イオンアミンまたは第４
級アンモニウム官能基を有するビニルモノマーと、（メタ）アクリルアミド、アルキルお
よびジアルキル（メタ）アクリルアミド、アルキル（メタ）アクリレート、ビニルカプロ
ラクトン、およびビニルピロリドンなどの水溶性スペーサモノマーとのコポリマーが含ま
れる。アルキルおよびジアルキル置換モノマーは、好ましくはＣ１－Ｃ７アルキル基を有
し、より好ましくはＣ１－３アルキル基を有する。その他の適切なスペーサには、ビニル
エステル、ビニルアルコール、無水マレイン酸、プロピレングリコールおよびエチレング
リコールが含まれる。
【００５３】
　陽イオンアミンは、特定の化学種および組成物のｐＨに応じて、第１級、第２級または
第３級アミンにすることができる。一般に、第２級および第３級アミン、特に第３級アミ
ンが好ましい。
【００５４】
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　アミン置換ビニルモノマーおよびアミンは、アミン形態で重合することができ、次いで
４級化によってアンモニウムに変換することができる。
【００５５】
　陽イオンコンディショニングポリマーは、アミンおよび／または第４級アンモニウム置
換モノマー、および／または適合性あるスペーサモノマーから得られた、モノマー単位の
混合物を含むことができる。
【００５６】
　適切な陽イオンコンディショニングポリマーには、例えば下記のポリマーが含まれる：
－トイレ化粧品香料工業協会（ＣＴＦＡ）による業界ではポリクオタニウム－１６と呼ば
れる、１－ビニル－２－ピロリジンおよび１－ビニル－３－メチル－イミダゾリウム塩（
例えば、塩化物塩）のコポリマー。この材料は、ＬＵＶＩＱＵＡＴの商標名（例えば、Ｌ
ＵＶＩＱＵＡＴ　ＦＣ　３７０）でＢＡＳＦ　Ｗｙａｎｄｏｔｔｅ　Ｃｏｒｐ．（Ｐａｒ
ｓｉｐｐａｎｙ、ＮＪ、米国）から市販されている；
－業界（ＣＴＦＡ）ではポリクオタニウム－１１と呼ばれる、１－ビニル－２－ピロリジ
ンおよびジメチルアミノエチルメタクリレートのコポリマー。この材料は、ＧＡＦＱＵＡ
Ｔの商標名（例えば、ＧＡＦＱＵＡＴ　７５５Ｎ）でＧａｆ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（
Ｗａｙｎｅ、ＮＪ、米国）から市販されている；
－例えば、業界（ＣＴＦＡ）ではそれぞれポリクオタニウム６およびポリクオタニウム７
と呼ばれる、ジメチルジアリルアンモニルム塩化物ホモポリマーと、アクリルアミドおよ
びジメチルジアリルアンモニウム塩化物のコポリマーを含む、陽イオンジアリル第４級ア
ンモニウム含有ポリマー；
－３から５個の炭素原子を有する不飽和カルボン酸のホモおよびコポリマーの、アミノ－
アルキルエステルの鉱酸塩（米国特許第４，００９，２５６号に記載されている。）；
－陽イオンポリアクリルアミド（ＷＯ９５／２２３１１）。
【００５７】
　使用することができる、その他の陽イオンコンディショニングポリマーには、陽イオン
セルロース誘導体、陽イオンデンプン誘導体および陽イオングアールガム誘導体などの陽
イオン多糖ポリマーが含まれる。そのような陽イオン多糖ポリマーは、０．１から４ｍｅ
ｑ／ｇの範囲の電荷密度を有することが適切である。
【００５８】
　本発明の組成物で使用するのに適した陽イオン多糖ポリマーには、下式のものが含まれ
る。
Ａ－Ｏ－［Ｒ－Ｎ＋（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）Ｘ－］
上式で、Ａは、デンプンまたはセルロースアンヒドログルコース残基などのアンヒドログ
ルコース残基である。Ｒは、アルキレン、オキシアルキレン、ポリオキシアルキレンもし
くはヒドロキシアルキレン基、またはこれらの組合せである。Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、
独立して、アルキル、アリール、アルキルアリール、アリールアルキル、アルコキシアル
キルまたはアルコキシアリール基を表し、各基は約１８個までの炭素原子を含有するもの
である。各陽イオン部分に関する炭素原子の総数（即ち、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３における
炭素原子の合計）は、好ましくは約２０以下であり、Ｘは、陰イオン性対イオンである。
【００５９】
　陽イオンセルロースは、Ａｍｅｒｃｈｏｌ　Ｃｏｒｐ．（Ｅｄｉｓｏｎ、ＮＪ、米国）
から、それらのポリマーの、ポリマーＪＲ（商標）およびＬＲ（商標）シリーズで、業界
（ＣＴＦＡ）ではポリクオタニウム１０と呼ばれるトリメチルアンモニウム置換エポキシ
ドと反応したヒドロキシエチルセルロースの塩として入手可能である。別のタイプの陽イ
オンセルロースには、業界（ＣＴＦＡ）でポリクオタニウム２４と呼ばれる、ラウリルジ
メチルアンモニウム置換エポキシドと反応したヒドロキシエチルセルロースのポリマー第
４級アンモニウム塩が含まれる。これらの材料は、ポリマーＬＭ－２００という商標名で
Ａｍｅｒｃｈｏｌ　Ｃｏｒｐ．（Ｅｄｉｓｏｎ、ＮＪ、米国）から入手可能である。
【００６０】
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　その他の適切な陽イオン多糖ポリマーには、第４級窒素含有セルロースエーテル（例え
ば、米国特許第３，９６２，４１８号に記載されている。）と、エーテル化セルロースお
よびデンプンのコポリマー（例えば、米国特許第３，９５８，５８１号に記載されている
。）が含まれる。
【００６１】
　使用することができる、特に適切なタイプの陽イオン多糖ポリマーは、グアールヒドロ
キシプロピルトリモニウム塩化物などの陽イオングアールガム誘導体である（Ｒｈｏｎｅ
－Ｐｏｕｌｅｎｃから、それらのＪＡＧＵＲＡという商標シリーズで市販されている。）
。
【００６２】
　その例は、陽イオン基の置換度が低く粘度が高い、ＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１３Ｓである。中
程度の置換度および低い粘度を有するＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１５、ＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１７（高
置換度、高粘度）、低レベルの置換基ならびに陽イオン第４級アンモニウム基を含有する
ヒドロキシプロピル化陽イオングアールガム誘導体であるＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１６、置換度
が低い、透明度が高く粘度が中程度のグアールであるＪＡＧＵＡＲ　１６２である。
【００６３】
　好ましくは、陽イオンコンディショニングポリマーは、陽イオンセルロースおよび陽イ
オングアール誘導体から選択される。特に好ましい陽イオンポリマーは、ＪＡＧＵＡＲ　
Ｃ１３Ｓ、ＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１５、ＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１７、およびＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１６
およびＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１６２である。
【００６４】
　陽イオンコンディショニングポリマーは、一般に、本発明の組成物中に、この組成物の
０．０１から５重量％のレベルで、好ましくは０．０５から１重量％、より好ましくは０
．０８から０．５重量％のレベルで存在する。
【００６５】
　陽イオンコンディショニングポリマーが、本発明によるシャンプー組成物中に存在する
場合、コポリマーは、平均直径（Ｍａｌｖｅｒｎ粒度測定器を使用して光散乱により測定
したときのＤ３，２）が２マイクロメートル以下のエマルジョン粒子として存在すること
が好ましい。
【００６６】
　本発明による組成物は、毛髪の処理（典型的にはシャンプーした後）およびその後の濯
ぎに用いられるコンディショナーとして配合してもよい。
【００６７】
　本発明によるヘアコンディショナー組成物は、化粧品として許容され毛髪への局所施用
に適切な、陽イオンコンディショニング界面活性剤を含むことが適切である。
【００６８】
　陽イオンコンディショニング界面活性剤
　適切な陽イオンコンディショニング界面活性剤の例は、一般式：
［Ｎ（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）］＋（Ｘ）－

に該当するものであり、
上式で、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、独立して、（ａ）１から２２個の炭素原子の脂
肪族基または（ｂ）２２個までの炭素原子を有する芳香族、アルコキシ、ポリオキシアル
キレン、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリールまたはアルキルアリール基から
選択され；Ｘは、ハロゲン（例えば、塩化物、臭化物）、アセテート、シトレート、ラク
テート、グリコレート、ホスフェートナイトレート、スルフェートおよびアルキルスルフ
ェート基から選択されたものなどの塩形成陰イオンである。
【００６９】
　脂肪族基は、炭素および水素原子に加え、エーテル結合およびアミノ基などのその他の
基を含有することができる。より長い鎖の脂肪族基、例えば約１２個以上の炭素のものは
、飽和していても飽和していなくてもよい。
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【００７０】
　好ましい陽イオンコンディショニング界面活性剤は、アルキル鎖長がＣ１６からＣ２２
のモノアルキル第４級アンモニウム化合物である。
【００７１】
　その他の好ましい陽イオンコンディショニング界面活性剤は、Ｒ１およびＲ２が独立し
てＣ１６からＣ２２のアルキル鎖長を有しており、Ｒ３およびＲ４は２個以下の炭素原子
を有している、いわゆるジアルキル第４級アンモニウム化合物である。適切な陽イオン界
面活性剤の例には、塩化セチルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニルトリメチルアンモ
ニウム、塩化セチルピリジニウム、塩化テトラメチルアンモニウム、塩化テトラエチルア
ンモニウム、塩化オクチルトリメチルアンモニウム、塩化ドデシルトリメチルアンモニウ
ム、塩化ヘキサデシルトリメチルアンモニウム、塩化オクチルジメチルベンジルアンモニ
ウム、塩化デシルジメチルベンジルアンモニウム、塩化ステアリルジメチルベンジルアン
モニウム、塩化ジドデシルジメチルアンモニウム、塩化ジオクタデシルジメチルアンモニ
ウム、塩化獣脂トリメチルアンモニウム、塩化ココトリメチルアンモニウム、塩化ＰＥＧ
－２オレイルアンモニウムおよびこれらの塩であって、塩化物が、ハロゲン（例えば、臭
化物）、アセテート、シトレート、ラクテート、グリコレート、ホスフェート、ナイトレ
ート、スルフェートまたはアルキルスルフェートに置き換えられたものが含まれる。他の
適切な陽イオン界面活性剤には、ＣＴＦＡ名でクオタニウム－５、クオタニウム－３１お
よびクオタニウム－１８を有するような材料が含まれる。前述の材料のいずれかの混合物
も適切となり得る。特に有用な陽イオンコンディショニング界面活性剤は、例えばＨｏｅ
ｃｈｓｔ　ＣｅｌａｎｅｓｅからＧＥＮＡＭＩＮ　ＣＴＡＣとして市販されている、塩化
セチルトリメチルアンモニウムである。
【００７２】
　第１級、第２級および第３級脂肪酸アミンの塩も、適切な陽イオンコンディショング界
面活性剤である。そのようなアミンのアルキル基は、好ましくは約１２から約２２個の炭
素原子を有し、置換されていても置換されていなくてもよい。
【００７３】
　アミド置換された第３級脂肪アミンが、特に有用である。本発明で有用な、そのような
アミンには、ステアラミドプロピルジエチルアミン、ステアラミドエチルジエチルアミン
、ステアラミドエチルジメチルアミン、パルミタミドプロピルジメチルアミン、パルミタ
ミドプロピルジエチルアミン、パルミタミドエチルジエチルアミン、パルミタミドエチル
ジメチルアミン、ベヘナミドプロピルジメチルアミン、ベヘナミドプロピルジエチルアミ
ン、ベヘナミドエチルジエチルアミン、ベヘナミドエチルジメチルアミン、アラキドアミ
ドプロピルジメチルアミン、アラキドアミドプロピルジエチルアミン、アラキドアミドエ
チルジエチルアミン、アラキドアミドエチルジメチルアミン、ジエチルアミノエチルステ
アラミドが含まれる。ジメチルステアラミン、ジメチルソイアミン、ソイアミン、ミリス
チルアミン、トリデシルアミン、エチルステアリールアミン、Ｎ－獣脂プロパンジアミン
、エトキシル化（エチレンオキシド５モルで）ステアリルアミン、ジヒドロキシエチルス
テアリルアミンおよびアラキジルベヘニルアミンも有用である。これらのアミンは、陽イ
オン種が得られるように、典型的には酸と組み合わせて使用される。本発明で有用な好ま
しい酸には、Ｌ－グルタミン酸、乳酸、塩酸、リンゴ酸、コハク酸、酢酸、フマル酸、酒
石酸、クエン酸、Ｌ－グルタミン塩酸塩およびこれらの混合物が含まれ、より好ましくは
、Ｌ－グルタミン酸、乳酸、クエン酸である。本発明で有用なものの中に含まれる陽イオ
ンアミン界面活性剤は、１９８１年６月２３日発行の、Ｎａｃｈｔｉｇａｌらの米国特許
第４，２７５，０５５号に開示されている。
【００７４】
　プロトン化可能なアミンと酸のＨ＋とのモル比は、好ましくは約１：０．３から１：１
．２であり、より好ましくは約１：０．５から約１：１．１である。
【００７５】
　本発明のコンディショナーにおいて、陽イオンコンディショニング界面活性剤のレベル
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は、組成物の０．０１から１０重量％が適切であり、好ましくは０．０５から５重量％、
より好ましくは０．１から２重量％である。
【００７６】
　脂肪物質
　本発明によるヘアコンディショナー組成物は、脂肪物質をさらに含むことが好ましい。
【００７７】
　「脂肪物質」とは、脂肪アルコール、アルコキシル化脂肪アルコール、脂肪酸またはこ
れらの混合物を意味する。
【００７８】
　好ましくは、脂肪材料のアルキル鎖は完全に飽和している。
【００７９】
　代表的な脂肪物質は、８から２２個の炭素原子を含み、より好ましくは１６から２２個
の炭素原子を含む。好ましい脂肪物質には、セチルアルコール、ステアリルアルコールお
よびこれらの混合物が含まれる。
【００８０】
　アルキル鎖に約１２から約１８個の炭素原子を有するアルコキシル化（例えば、エトキ
シル化またはプロポキシル化）脂肪アルコールは、脂肪アルコール自体の代わりに、また
は脂肪アルコール自体に加えて使用することができる。適切な例には、エチレングリコー
ルセチルエーテル、ポリオキシエチレン（２）ステアリルエーテル、ポリオキシエチレン
（４）セチルエーテルおよびこれらの混合物が含まれる。
【００８１】
　本発明のコンディショナー中の脂肪物質のレベルは、組成物の０．０１から１５重量％
が適切であり、好ましくは０．１から１０重量％、より好ましくは０．１から５重量％で
ある。陽イオン界面活性剤と脂肪物質との重量比は、１０：１から１：１０が適切であり
、好ましくは４：１から１：８、最適には１：１から１：７、例えば１：３である。
【００８２】
　本発明のヘアコンディショナー組成物は、陽イオンポリマーも含有することができる。
適切な陽イオンポリマーは、シャンプー組成物に関して本明細書で上述されている。
【００８３】
　ヘアオイルも、本発明による適切な製品形態である。ヘアオイルは、主に、水不溶性の
油状コンディショニング材料を含む。ローションは、水不溶性の油状コンディショニング
材料を含む水性エマルジョンである。適切な界面活性剤もローションに含めて、相分離に
対するその安定性を改善することもできる。
【００８４】
　本発明の組成物は、通常はヘアトリートメント配合物で使用される任意のその他の成分
を、含有してよい。
【００８５】
　懸濁剤
　シャンプーなどの、本発明によるヘアトリートメント組成物は、懸濁剤を０．１から５
重量％含むことが適切である。適切な懸濁剤は、ポリアクリル酸、アクリル酸の架橋ポリ
マー、アクリル酸および疎水性モノマーのコポリマー、カルボン酸含有モノマーおよびア
クリルエステルのコポリマー、アクリル酸およびアクリル酸エステルの架橋コポリマー、
ヘテロ多糖ガムおよび結晶性長鎖アシル誘導体から選択される。長鎖アシル誘導体は、エ
チレングリコールステアレート、１６から２２個の炭素原子を有する脂肪酸のアルカノー
ルアミドおよびこれらの混合物から選択されることが望ましい。エチレングリコールステ
アレートおよびポリエチレングリコール３ジステアレートは、好ましい長鎖アシル誘導体
である。ポリアクリル酸は、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　４２０、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　４８８また
はＣａｒｂｏｐｏｌ　４９３として市販されている。多官能性物質と架橋したアクリル酸
のポリマーを使用してもよく、それらは、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　９１０、Ｃａｒｂｏｐｏｌ
　９３４、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　９４０、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　９４１およびＣａｒｂｏｐｏ
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ｌ　９８０として市販されている。モノマーを含有するカルボン酸およびアクリル酸エス
テルの適切なコポリマーの例は、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　１３４２である。全てのＣａｒｂｏ
ｐｏｌ（商標）材料は、Ｇｏｏｄｒｉｃｈから入手可能である。
【００８６】
　アクリル酸およびアクリル酸エステルの適切な架橋ポリマーは、Ｐｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ
１またはＰｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ２である。適切なヘテロ多糖ガムは、キサンタンガムであ
る。
【００８７】
　他のコンディショニング剤
　シャンプーやコンディショナーなどの、本発明によるヘアコンディショニング組成物は
、シリコーンコンディショニング剤および非シリコーン油状コンディショニング剤など、
他のコンディショニング剤を適切に含有する。
【００８８】
　適切なシリコーンコンディショニング剤には、ポリジオルガノシロキサンが含まれ、特
に、ＣＴＦＡ名ジメチコンを有するポリジメチルシロキサンが含まれる。ＣＴＦＡ名ジメ
チコノルを有する、ヒドロキシル末端基を有するポリジメチルシロキサンも、本発明の組
成物（特に、シャンプーおよびコンディショナー）で使用するのに適している。例えばＷ
Ｏ９６／３１１８８に記載されているような、架橋度が僅かなシリコーンガムも、本発明
の組成物で使用するのに適している。これらの材料は、毛髪に、こし、ボリュームおよび
スタイリング性を与えることができると共に、良好な湿潤および乾燥コンディショニング
ももたらすことができる。官能化シリコーン、特にアミノ官能化シリコーンも適している
。
【００８９】
　適切な非シリコーン油状コンディショニング剤は、炭化水素油、脂肪エステルおよびこ
れらの混合物から選択される。
【００９０】
　その他のコンディショニング剤は、シャンプーまたはコンディショナー組成物中に、こ
の組成物全重量に対してその他のコンディショニング剤を０．０５から１０重量％のレベ
ルで存在することが適切であり、好ましくは０．２から５重量％、より好ましくは約０．
５から３重量％である。
【００９１】
　組成物は、ふけ取り剤をさらに含んでよい。適切なふけ取り剤には、クリンバゾール、
ケタコナゾール、および亜鉛塩が含まれる。好ましいふけ取り剤は、亜鉛ピリチオン（Ｚ
ｎＰＴＯ）である。
【００９２】
　本発明のヘアトリートメント組成物は、性能および／または消費者受容性を高めるため
に、香料、染料および顔料、ｐＨ調節剤、真珠光沢剤または乳白剤、粘度改質剤、保存剤
と、植物性薬品、果実エキス、糖誘導体およびアミノ酸などの天然の髪の栄養分など、そ
の他の場合による成分を含有してよい。
【００９３】
　本発明の組成物は、塩基水溶液を有することが好ましい。
【００９４】
　本発明について、以下の非限定的な実施例に関してさらに例示するが、その中の全ての
パーセンテージは、他に指示しない限り、全重量に対する重量によるものである。
【実施例】
【００９５】
　下記の内容は、本発明で使用するのに適切な共融混合物のリストである。
表１　共融混合物を形成するよう組み合わされる、ココモノエタノールアミド、メントー
ル、および有機酸を含有する、３種の活性物質の組合せのモル比。
【００９６】
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【表１】

【００９７】
　共融混合物の調製および融点の決定
　ココモノエタノールアミド、メントール、およびサリチル酸を、最初に１：１：１のモ
ル比で合わせ、次いでココモノエタノールアミドのモル比をさらに調節して、共融混合物
が形成され得る範囲の比を決定した。共融混合物の形成は、構成成分である活性物質それ
ぞれの融解温度の場合よりも、混合物の融解温度が低下したことを実証することによって
、確認された。
【００９８】
　純粋な活性物質サンプル（即ち、非配合活性物質）の融点は、電熱デジタル融点測定装
置を使用して決定された。サンプルを、ガラス毛管内に保持し、１℃／分の温度上昇を使
用して融解状態にした。融解温度は、サンプルが完全に透明な液体を形成したときに測定
した。
【００９９】
　図１は、ココモノエタノールアミド単独の場合に対し、異なるモル比のココモノエタノ
ールアミドを含有する、ココモノエタノールアミド、メントール、およびサリチル酸共融
混合物の融点を示す。共融混合物は、ココモノエタノールアミド：メントール：サリチル
酸が０．３：１：１から１：１：１のモル比範囲で形成した。
【０１００】
　下記のベースシャンプーを調製した：
配合１
成分　　　　　　　　　　　　重量％
ＳＬＥＳ－１ＥＯ　　　　　　１４．０
コカミドプロピルベタイン　　１．６
Ｊａｇｕａｒ　Ｃ１７１　　　０．２
Ｇｌｙｄａｎｔ２　　　　　　０．２
１はグアールヒドロキシプロピルトリモニウム塩化物
２はＤＭＤＭヒダントイン
【０１０１】
　このベースシャンプーに、下記の物質を添加した：
例Ａ－ココモノエタノールアミド０重量％
例Ｂ－ココモノエタノールアミド０．８５重量％
例Ｃ－ココモノエタノールアミド１．５重量％
実施例１－ココモノエタノールアミド／メントール／サリチル酸を０．３：１：１のモル
比で含有する（ココモノエタノールアミド０．８５重量％／メントール１．５８重量％／
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サリチル酸１．３９重量％）、０．８５重量％ココモノエタノールアミド共融混合物。
実施例２－０．３：１：１のモル比の０．１重量％ココモノエタノールアミド／０．１９
重量％メントール／０．１６％サリチル酸、および１．４％のココモノエタノールアミド
を２重量％のプロピレングリコールに混合した状態で含む、ココモノエタノールアミド共
融混合物
【０１０２】
　ココモノエタノールアミドの堆積の測定
　ココモノエタノールアミドのインビトロ堆積は、人工皮膚モデル（Ｖｉｔｒｏ－Ｓｋｉ
ｎ（商標）、頭皮の代表例）から化合物をエタノール抽出し、その後ＨＰＬＣ測定を行う
ことによって決定した。定量は、標準曲線を参照することにより行った。事前にカットさ
れた人工皮膚を、プラスチック環支持体の間に挟み、その粗い幾何学的形態を上にした。
水（１．５ｍｌ）をプラスチック環に添加し、その後、ココモノエタノールアミドのみま
たは共融混合物（上記参照）を含有するシャンプーベース０．５ｍｌを添加した。次いで
この混合物をテフロン撹拌棒で撹拌し、人工皮膚表面との接触を確実にして、洗髪中に消
費者が頭皮をマッサージする状態が模倣されるようにした。シャンプー溶液を、ドロッパ
ーでプラスチック環から除去し、液体が残留しないことを確実にし、以前のように３０秒
間の撹拌を含めて人工皮膚を蒸留水２ｍｌで濯いだ。次いで濯ぎ水を除去した。ココモノ
メタノールアミドの抽出を、３０秒間撹拌しながらエタノール（１００％、３ｍｌ）で行
った。得られた上澄みを、０．４５μｍのＰＴＦＥフィルタに通して標準ＨＰＬＣバイア
ル中に濾過した。
【０１０３】
　分析物、ココモノエタノールアミドの定量を、エレクトロスプレーイオン化源を利用す
るＡｇｉｌｅｎｔ　１１００　ＬＣＭＳでの逆相クロマトグラフィを使用して実施した。
分析物の重水素化形態を内部標準として使用し、サンプルおよび較正標準の両方に添加し
、その後、Ａｇｉｌｅｎｔ　１１００自動サンプラを使用して注入した。ココモノエタノ
ールアミド濃度（ｐｐｍ）は、作成された標準較正曲線から測定した。
【０１０４】
　表２は、ココモノエタノールアミド／メントール／サリチル酸を０．３：１：１のモル
比で含有する（実施例１）共融シャンプー配合物が、ココモノエタノールアミドの堆積に
及ぼす影響を示す。全ての活性物質を、配合１のシャンプー配合物中に配合した。共融配
合物（実施例１）は、ココモノエタノールアミドを０．８５重量％だけ（およびメントー
ル１．５８重量％およびサリチル酸１．３９重量％）含有するが、ココモノエタノールア
ミド堆積効率に１．６倍の改善をもたらす（例Ｂに対して）ことに留意されたい。これは
、共有配合物が、シャンプー配合物からの堆積に利用可能なココモノエタノールアミドの
量を高めることを示す。
【０１０５】
【表２】

【０１０６】
　表３は、１．５重量％のココモノエタノールアミド配合物（０．１重量％ココモノエタ
ノールアミド／０．１９重量％メントール／０．１６重量％サリチル酸を０．３：１：１
のモル比で［共融混合物］、および追加の１．４重量％のココモノエタノールアミドを、
２重量％のプロピレングリコール中に含む［実施例２］。）がココモノエタノールアミド
の堆積効率に及ぼす影響を示す。１．５重量％のココモノエタノールアミドのみ含有する
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配合物（例Ｃ）との比較において、ココモノエタノールアミド共融物並びに追加のココモ
ノエタノールアミドを含有する配合物（実施例２）は、ココモノエタノールアミドの堆積
効率に１．５倍の増加をもたらしたことに留意されたい。このデータは、共融混合物が、
追加のココモノエタノールアミドが存在する場合であっても高い堆積利益をもたらすこと
ができることを示す。
【０１０７】
【表３】

【図１】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月16日(2010.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　共融混合物を含むパーソナルケア組成物であって、共融混合物が１０から１４のアルキ
ル鎖長を有するアルキルモノエタノールアミド；メントール；および有機酸を、０．１：
１：１から２：１：１の比で含む、パーソナルケア組成物。
【請求項２】
　アルキルモノエタノールアミドがココモノエタノールアミドである、請求項１に記載の
パーソナルケア組成物。
【請求項３】
　ヘアケア組成物である、請求項１または請求項２に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項４】
　有機酸が、サリチル酸、安息香酸、およびこれらの混合物からなるリストから選択され
る、請求項１に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項５】
　共融混合物が、４５℃よりも低い融点を有する、請求項１から４のいずれかに記載のパ
ーソナルケア組成物。
【請求項６】
　共融混合物のレベルが、全組成物の０．５から５重量％である、請求項１から５のいず
れかに記載のパーソナルケア組成物。
【請求項７】
　全組成物の少なくとも２重量％の界面活性剤をさらに含む、請求項１から６のいずれか
に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項８】
　界面活性剤が陰イオン性界面活性剤である、請求項７に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項９】
　頭皮掻痒の治療において使用するための、共融混合物を含むパーソナルケア組成物であ
って、共融混合物が１０から１４のアルキル鎖長を有するアルキルモノエタノールアミド
；メントール；および有機酸を、０．１：１：１から２：１：１の比で含む、パーソナル
アケア組成物。
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